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第５次基山町行政改革大綱の進捗状況

推進
項目

具体的な
推進方策 取組項目 取組内容（計画） 取組実績

１
．
人
口
増
対
策

（１）　
都市計画の

変更

ア． 市 街 化 区 域
内の開発促進

・都市計画基礎調査を踏まえ、開発促進手法
等を検討し、市街化区域内残存農地等の開
発促進を図る。

・市街化区域内残存農地所有者に対する宅地
化等への意向調査を実施した。

イ． 快 適 な 都 市
環境の形成

・道路網整備のため幹線道路の行き止まりの
解消を図る。

・白坂久保田 2 号線の道路用地協議を行った。
・三国丸林線の測量を行った。

・高齢者や障がい者等の安全性及び利便性に
配慮した、道路・公園整備を行う。

・公園園路の段差解消、手すりの設置を行い
移動の円滑化を図った。

・舗装補修を行い高齢者や障害者等の安全性
及び利便性の向上を図った。

ウ．「鳥栖基山都
市計画」の線引
き等の見直し

・都市計画基礎調査を行い、マスタープラン
の見直しを行う。

・具体的課題について、佐賀県と協議を行った。
なお、佐賀県が実施する具体的課題についての
カルテ化は平成 28 年度に実施することとなった。

・今後の長期的なまちづくり方針を策定する。
・市街化調整区域を含めた町全体の土地利用

方針を策定する。
・市街化区域拡大を含めた調査・研究を行う。

・中心市街地の活性化や都市再生整備等によ
る対策を検討していくため、基山町まちづ
くり検討協議会を設置した。

（２）　
住宅化の促進

ア． け や き 台 マ
ンション計画

・マンション建築予定地の宅地計画見直しな
どを視野に入れて、住宅化を促進するため、
所有者などに継続的な働きかけを行う。

・事業者がマンション所有者と分譲での対応
で協議調整を行っている。

（３）　
定住化対策

ア． 空 き 家 状 況
の把握

・空き家状況調査等を行い、町内の空き家等
情報を収集する。

・空き家対策検討協議会を設置し、空き家対
策計画等の施策について検討を行った。

・空き家状況調査等の結果を踏まえて、空き
家等への定住促進を図る。

・空き家対策検討協議会を設置し、空き家対
策計画等の施策について検討を行った。ま
た、空き家等実態調査を実施し、その活用
のための空き家バンクナビを構築した。

イ．定住促進
・町有財産の活用を図る。 ・中心市街地空きスペース有効活用調査を実

施し、活用可能な町有財産の洗い出しと活
用方法などの検証を行った。

（４）　
企業誘致の

促進

ア． 企 業 誘 致 の
促進

・誘致可能な用地等の情報収集と情報提供を
行う。

・町内不動産業者への情報収集を行った。
・企業用地等情報提供制度の周知を行った。
・佐賀県企業立地ガイドへの情報提供を行った。

・誘致可能な企業用地の確保及び環境整備を
行う。

・長野地区の開発について、まちづくり課と
連携して、地権者及び県と協議を行った。

（５）　
子育て支援策

の推進

ア． 乳 幼 児 期 か
らの一貫した子
育て支援

・中学生までの一貫したアドバイスを受けられ
るような専門の家庭児童支援員の設置を行う。

・保育園・幼稚園等の気になる児童について、
保健師による巡回見守り・指導を行った。

・幼稚園、保育所、学校の連携と情報の共有
を促進するための各機関による定期的な連
携会議を開催する。

・就学前の児童は、幼保小連携会議で情報共
有を行い、さらに事前対応が必要な児童に
は、関係機関が協力して支援にあたった。

・子育てを通じて仲間を増やし、子育ての様々な問
題や課題も自分たちで解決できる絆づくりを推進
するための情報交換等のできる場所を提供する。

・子育てを通じて仲間が集まり、グループと
しての活動をする動きが出てきた。

・町民協働での子育て支援を目指した子育て
支援グループや団体等の育成を行う。

・自分の子どもが小さいうちは、自分の手で
育てようというグループが出てきた。

　第５次基山町行政改革大綱は、平成 28 年度を目標年度とし、「人口増対策」、「持続可能な財政運営の実現」、「行政サービスと透
明性の向上」、「町民が主体のまちづくり」、「効率的・効果的行政組織の確立」、「民間機能の活用」の６項目を行政改革推進項目の柱
として、また、行政改革を迅速かつ着実に推進していくための具体的な推進方策（25 項目）を含め、平成 24 年６月に基山町行政
改革推進本部において決定されました。行政改革大綱は、基山町行政改革懇談会の中で審議され、ご提案いただいた内容に基づきま
とめられています。実施期間４年目となる平成 27 年度の第５次基山町行政改革大綱の進捗状況は、次のとおりです。今回は６項目
の行政改革推進項目中、「人口増対策」、「持続可能な財政運営の実現」の２項目についてご報告します。残り４項目については、次
号にてご報告します。今後も「行政改革推進本部」を中心に組織的な進行管理を行い、第５次基山町行政改革大綱を推進していきま
す。つきましては、町民の皆さまのご理解をお願いいたします。
　詳細は、基山町ホームページをご覧いただくか、総務企画課行政係（☎９２－７９１５）までお問い合わせください。

平成 27 年度　基山町行政改革実施計画　進捗状況一覧
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推進
項目

具体的な
推進方策 取組項目 取組内容（計画） 取組実績

１
．
人
口
増
対
策

（５）　
子育て支援策

の推進

イ． 医 療 費 等 助
成制度の充実

・継続して事業を実施するため、普及・啓発
を図るとともに、軽度の病気での安易な受
診を防ぐための適正受診についての啓発活
動を実施する。

・子育て支援ガイドブックで、適正受診につ
いての啓発に努めた。

・子どもを産み育てる環境づくりの根源とな
る妊娠への一助となるよう、不妊治療費の
助成を行う。

・平成 25 年４月１日から実施、平成 27 年
度実績 22 件となった。

・広報紙、ホームページへの掲載、県不妊治
療助成申請時に勧奨を行った。

・接種費用の一部を助成することにより、保
護者の負担軽減を図り、子育て支援として
実施する。

・平成 25 年４月１日から実施。平成 27 年
度実績 1,646 件となった。

・広報紙、ホームページへの掲載。町内医療
機関へのポスター掲示を行った。

ウ． 保 育 体 制 再
編整備

（ア）保育所

・乳幼児の保育及び教育について、保育所、
幼稚園一体となって検討する審議会の設置
を行い、各施設の園児の定員及び園舎等施
設整備計画の基礎となる指針を策定する。

・たんぽぽ保育園園舎工事が完了した。
・基山保育園園舎については、庁舎内の会議

を開催した。

ウ． 保 育 体 制 再
編整備　

（イ）放課後児童
クラブ

・小学校修了までの利用拡大について、ニー
ズ調査・検討を行い、運営方針を決定する。

・小学１年生から６年生までの利用があった。
・夏季休業中の利用増のため、臨時教室を開

設して対応した。

・長期休業中等の開所時刻を午前 8 時に変更
する。

・平成 25 年４月から、長期休業中や土曜日
の開所時間を午前８時としたことにより、
働く保護者が安心して預けられる施設と
なった。

・地域（各区）にて放課後見守り事業を行う。 ・放課後において各区で子どもたちを見守る
ことができる場所があるのか、また、見守
りを行う人がいるかの検討を行った。

エ． 地 域 と の 連
携・ 子 ど も の 居
場所づくり

・学校の余裕教室について、地域の交流の場
などの利活用を図る。

・余裕教室の現場確認を行ったが、特別教室棟
２、普通教室棟３、管理 ･ 普通教室棟５と点
在しているため、地域の交流の場として活用
するには、児童生徒と施設利用者との動線の
交錯や、騒音問題等学校の教育活動に支障を
及ぼす可能性があることが分かった。

・子どもクラブ参加による地域とのつながり
のメリットを再度見直し、楽しんで活動で
きる地区対抗戦などを実施し、子どもクラ
ブ加入率の向上を目指す。

・町子どもクラブ連絡協議会では、各区子ど
もクラブ会長との協議の上、主催事業を実
施した。

・登下校時のみならず、地域による防犯パト
ロール実施を推進する。

・補導員、交通指導員、区長会、ボランティ
ア、ＰＴＡ等の見守りや情報提供が組織的
に行われ、学校、家庭、地域が一体となっ
た子どもの安全確保に努めた。

・公民館等を開放し、地域や老人クラブなど
と協働で習い事や見守り等、地域の子ども
と大人が集う居場所づくり事業を創設する。

・地域の民生児童委員や青少年育成町民会議
の方々の協力により見守りを行った。

オ． 子 育 て 支 援
施策のＰＲ

・他自治体より優位な施策を町外の人が集ま
る（通る）場所で案内・掲示する。

・窓口及び電話での応対には、丁寧で分かり
やすい説明を心掛け、歓迎の意を表すよう
努めている。

・子育て支援ガイドブックを作成し、子育て
に関する制度をまとめて紹介を行った。

２
．
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
実
現

（１）
中長期財政
計画の随時

見直し

ア． 中 長 期 財 政
計画の更新

・国の地方財政に対する考え方や県の動向等を
踏まえ、中長期的な財政計画の更新を行う。

・平成 22 年９月策定の中長期財政計画と実
績との乖離についての検証を行った。

・計画期間としてはおおむね５年から 10 年
を見込むものとし、持続可能な財政基盤の
確立に主眼を置き、更新を行う。

・平成 22 年９月策定の中長期財政計画と実
績との乖離についての検証を行った。

（２）
実質公債費
比率の逓減

ア． 計 画 的 な 起
債借入

・臨時財政対策債については、引き続き国が
定める発行可能額について起債を行う。

・その他の起債については、各年度の事業量
等を精査し、優先順位を定めることにより、
将来の公債費抑制を図る。

・起債にあたっては、普通交付税の基準財政
需要額への交付税措置について考慮し、借
入を行う。

・起債は、交付税措置のあるものとした。
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推進
項目

具体的な
推進方策 取組項目 取組内容（計画） 取組実績

２
．
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
実
現

（３）
補助金の

検証

ア．スクラップア
ンドビルドの徹底

・スクラップアンドビルドを徹底する。 ・スクラップアンドビルドの視点で予算査定
を行った。

イ． 補 助 金 等 の
再検証

・再度、検討委員会及び審査委員会を設置し、
真に必要な補助金かを検証し、継続か否か
を判断する。

・補助金見直しの手順、作業の検討を行った。

・国及び県の補助事業であっても、本町とし
て取り組むべき事業か否かという視点に立
ち再検証する。

・補助金見直しの手順、作業の検討を行った。

（４）
自主財源の

確保
（公共施設、

町有地の
有効活用）

ア． 広 告 料 収 入
の確保

・庁用自動車への広告掲載のＰＲを行う。 ・庁用自動車を含めた、広告収入の確保につ
いて、検討を進めた。

・新たな広告場所や媒体の研究を行う。 ・庁用自動車を含めた、広告収入の確保につ
いて、検討を進めた。

イ． ふ る さ と 応
援寄附金の活用
及び推進

・特定の事業への活用を図る。 ・寄附金の有効な活用を検討しつつ、制度の
推進を図った。

・成果を協力者へ報告するとともに、ホームペー
ジ等にて公表することで、一層の推進を行う。

・寄附金の有効な活用を検討しつつ、制度の
推進を図った。

ウ． 町 有 地 等 の
活用

・神の浦ため池跡地の有効利用を図る。 ・進行中の事業について、調査検討を実施した。

・旧役場、旧公民館跡地等については将来的に
使用する可能性があるものの、当面、使用す
る予定がない土地等について有効活用を図る。

・進行中の事業について、調査検討を実施し
た。

エ． 町 有 施 設 の
使用料見直し

・受益者負担の原則に立った、運営費、維持
補修費を基礎とした適正な使用料への見直
しを行う。

・料金改定１年目、平成 29 年度の見直しに
向けて、整理・検討を行った。

・体育施設、町民会館、憩の家の使用料につい
ても見直すことにより委託料の適正化を図る。

・料金改定１年目、平成 29 年度の見直しに
向けて、整理・検討を行った。

（５）
行政サービス

の見直し

ア．町民ニーズの
的確な把握及び行
政が果たすべき役
割の明確化

・町民ニーズを的確に把握するため、本町の
行政全般にわたる満足度調査を実施する。
また、調査結果の検証を行い、今後の本町
行政が果たすべき役割を明確化する。

・調査結果を基礎データとして、第５次基山
町総合計画を策定した。

イ． 業 務 連 携 マ
ニュアルの作成

・共通な課題に対応するための業務連携マ
ニュアルを作成する。

・業務連携マニュアルの作成対象について、
各課に調査を行った。

（６）
下水道特別
会計の複式
簿記の導入

ア． 企 業 会 計 方
式の導入

・地方公営企業法の法適用を行う。
・企業会計方式を導入し、複式簿記による経

理を行う。
①貸借対照表等の財務諸表を分析し、経営状

況の適正化を図る。
②固定資産台帳・施設台帳等の整備を行う。
③他の法適用団体との比較検証を行う。
④収益バランスのとれた下水道使用料への適

正化を図る。

・取組事業を計画どおりに実施した。

（７）
徴収率の向上

ア． 佐 賀 県 滞 納
整理推進機構と
の連携

・佐賀県滞納整理推進機構と協力し、徴収率
の向上を図る。

・徴収事務研修会に参加し、滞納整理の実践
方法を学ぶとともに情報交換等を行った。

・平成 27 年度は機構へ１名職員を派遣し、
滞納整理を強化し、前年度より徴収率が
0.6％向上した。

（８）
その他の取組

ア．オープンソー
スソフトウエア

（ＯＳＳ）の導入

・パソコン導入時の費用削減と文書の管理効
率化を目的として、無償で利用できるオー
プンソースソフトウエアについて全庁的な
導入を図る。

・各業務システムとの連携が可能か調査を実施
した結果、各業務システムは WindowsOS・
Office を使用しているため、システム改修が
必要になる。また、高額な費用が予測され
るため、現状では取り組まない。

イ． 町 長 選・ 町
議選の投票時間
の短縮

・現在実施されている当日投票時間の短縮を
図る。

・現状の評価・検証を行ったが、該当年度実
施の選挙に係る投票時間の短縮については
見送った。

ウ． 旅 費 の 算 定
方法の検討

・旅費単価について、見直しを行う。 ・近隣の自治体の調査を実施した。

エ． 循 環 バ ス の
有料化

・基山町循環バス検討委員会報告書（平成
23 年 12 月）を踏まえ、有料化と利便性の
向上を図る。

・コミュニティバスの利用推進のため地域説
明会、夏祭り用臨時便の運航、各イベント
でのＰＲを行った。
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荒
穂
神
社
の

　
　
　

御
神
幸
祭

　

９
月
22
日
（
秋
分
の
日
）
に
、
町
の
代
表

的
な
民
俗
芸
能
の
一
つ
で
、
長
い
伝
統
を
も

つ
「
御み

ゆ

き
神
幸
祭ま

つ
り」
が
行
わ
れ
ま
す
。
肥
前
四

式
内
社
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
荒
穂
神
社
の

秋
の
祭
礼
で
あ
る
御
神
幸
祭
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
民
俗
芸
能
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

荒
穂
神
社
は
、
基き

山ざ
ん

南
麓
の
宮
浦
字
宮
脇

に
鎮
座
し
、格
式
と
由
緒
が
あ
る
神
社
で
す
。

今
か
ら
約
１
１
５
０
年
前
に
記
さ
れ
た
『
日

本
三
代
実
録
』
貞
じ
ょ
う
が
ん観

２
年
（
８
６
０
年
）
の

項
に
は
、
荒
穂
天
神
の
神
と
し
て
の
位
を
上

げ
る
と
い
っ
た
記
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
延
長
５
年
（
９
２
７
年
）
撰
進

の
『
延
え
ん
ぎ
し
き
じ
ん
み
ょ
う
ち
ょ
う

喜
式
神
名
帳
』
に
は
、
肥
前
の
な
か

に
４
つ
の
社
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一

つ
と
し
て
荒
穂
神
社
の
名
が
出
て
き
ま
す
。

古
い
文
献
に
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
荒
穂
神

社
は
古
代
よ
り
尊
崇
さ
れ
て
き
た
格
式
高
い

神
社
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

主
祭
神
は
荒
穂
天
神
で
、
か
つ
て
は
基き

山ざ
ん

山
頂
に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現

在
も
山
頂
に
は
タ
マ
タ
マ
石
と
呼
ば
れ
る
花か

崗こ
う

岩が
ん

の
巨
石
が
あ
り
、
こ
れ
を
磐い

わ

座く
ら

（
神
様

が
宿
る
聖
な
る
岩
石
）
と
す
る
自
然
神
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

荒
穂
神
社
の
重
要
な
祭
で
あ
る
大
祭
の
一

つ
が
御
神
幸
祭
に
あ
た
り
ま
す
。
い
つ
か
ら

行
わ
れ
て
い
た
の
か
定
か
で
は
な
い
も
の

の
、
少
な
く
と
も
約
５
０
０
年
前
の
文
献
で

あ
る
『
神し
ん
こ
う幸
文
書
（
写
）』
に
、
祭
に
関
す

る
記
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

昭
和
32
年
（
１
９
５
７
年
）
に
一
度
途
絶
し

た
も
の
の
、
昭
和
43
年
（
１
９
６
８
年
）
に

復
活
し
ま
し
た
。

　

大
祭
は
、
御ご

神し
ん

幸こ
う

の
６
日
前
に
、
お
酒
の

栓
を
開
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の

後
、
注し

連め

縄な
わ

張は

り
、
神か

み

の
座ざ

、
柴し

ば

垣が
き

の
座ざ

な

ど
の
祭
事
が
行
わ
れ
、
御
神
幸
祭
の
当
日
を

迎
え
ま
す
。

　

御
神
幸
祭
当
日
の
早
朝
、
神
殿
で
は
御ご

神し
ん

体た
い

が
御お

み
こ
し

神
輿
に
移
さ
れ
、
各
芸
能
が
奉
納
さ

れ
ま
す
。
そ
の
後
、
神
社
を
出
発
し
、
御お

仮か
り

殿で
ん

（
現
在
の
老
人
憩
の
家
）
に
向
か
い
ま
す

（「
お
下
り
」）。
御
仮
殿
に
到
着
後
、
正
午
か

ら
神
事
が
行
わ
れ
、
各
種
芸
能
が
奉
納
さ
れ

ま
す
。
奉
納
が
終
了
し
た
夕
刻
に
、
御
神
輿

は
神
社
に
帰
還
し
（「
お
上
り
」）、
再
び
芸

能
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
神
様
が
御
神
輿
に
乗
っ
て

神
社
か
ら
お
出
で
に
な
る
こ
と
を「
御
神
幸
」

と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
目
的
地

で
あ
る
御お

旅た
び

所し
ょ

が
、
仮
の
社し

ゃ

殿で
ん

に
な
る
こ
と

か
ら
「
御
仮
殿
」
と
い
い
ま
す
。

　

御
神
幸
祭
は
、
神
様
に
豊
作
を
願
う
祈
り

と
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
も
の
で
、
古
来
よ

り
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。こ
の
機
会
に
、

御
神
幸
祭
を
通
じ
て
、
郷
土
の
伝
統
を
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
。
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御
神
幸
祭
当
日
に
奉
納
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
芸
能
は
、
町
の
各
地
区
の
方
々
に
よ
っ
て

行
わ
れ
ま
す
。

災さ
い

払ば
ら
い

　

仁に

蓮れ
ん

寺じ

の
少
年
10
名
、
青
年
８
名
に
よ
っ

て
奉
納
さ
れ
ま
す
。
災
払
は
、
別
名
棒
遣
い

と
も
い
い
、
そ
の
役
目
は
道
案
内
と
悪
魔
払

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
40
数
手
に
も
及

ぶ
勇
壮
な
棒
術
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

鉦か
ね

風ふ

流り
ゅ
う

　

西に
し

長な
が

野の

の
総
勢
50
名
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ

ま
す
。御
神
幸
祭
を
別
名「
ど
ん
き
ゃ
ん
き
ゃ

ん
」
と
呼
ぶ
の
は
、
こ
の
鉦
の
音
に
由
来
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
昔
、
金か
な
ま
る丸
に
住

ん
で
い
た
八や
つ

並な
み

長ち
ょ
う

者じ
ゃ

が
子
ど
も
を
授
か
っ
た

お
礼
と
し
て
、
信
仰
し
て
い
た
荒
穂
神
社
に

奉
納
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

獅
子
舞

　

向
む
か
い

平ひ
ら

原ば
る

、
辻つ

じ

、
引ひ

き

地ぢ

、
一い

井ち

木ぎ

、
水み

ず

上か
み

、

田た
ん

中な
か

の
総
勢
50
名
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
ま

す
。
２
人
ず
つ
が
入
っ
た
赤
の
雄
と
黒
の
雌

の
獅
子
が
獅
子
釣
の
所
作
に
導
か
れ
、
対
の

動
き
を
し
ま
す
。
獅
子
は
、時
に
は
激
し
く
、

時
に
は
静
か
に
、
音
と
と
も
に
華
麗
な
舞
を

演
じ
ま
す
。
こ
の
獅
子
舞
は
、
大
陸
か
ら
伝

来
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

行
列

　

御
神
幸
祭
の
お
下
り
、お
上
り
の
際
に
は
、

災
払
を
先
頭
に
、
風
流
、
獅
子
の
鉦
の
道み
ち

囃ば
や
しに
よ
る
踊
り
に
続
き
、「
立た

ち

傘か
さ

」、「
台だ

い

傘か
さ

」、

「
挟
は
さ
み

箱ば
こ

」、「
羽は

熊ぐ
ま

」
の
大
名
行
列
が
練
り
歩

き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
住す
み

吉よ
し

、
不ふ

動ど
う

寺じ

、
才さ

い

ノの

上う
え

の
人
々
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
ま
す
。
そ
の

後
ろ
に
、
秋あ
き

光み
つ

、
千せ

ん

塔ど

の
鉄
砲
な
ど
に
続
き
、

木き

山や
ま

口ぐ
ち

の
青
年
に
よ
る
奏
楽
の
な
か
、
神
輿

の
下
を
く
ぐ
ろ
う
と
す
る
人
々
に
も
ま
れ
な

が
ら
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

立
傘
は
、
先
が
細
い
傘
で
、
大
名
が
小
休

止
す
る
際
に
日
陰
を
作
る
た
め
に
使
用
す
る

も
の
で
す
。
台
傘
は
、
先
が
円
盤
状
で
、
大

名
が
立
ち
止
ま
っ
た
り
、
徒
歩
で
進
ん
だ
り

す
る
と
き
に
頭
上
に
か
か
げ
ら
れ
る
も
の
で

す
。

　

挟
箱
は
、
衣
服
や
道
具
を
入
れ
た
箱
に
棒

を
付
け
て
、
足あ
し

軽が
る

が
担
い
だ
も
の
で
す
。
５

歩
進
ん
で
４
歩
下
が
る
と
い
う
ゆ
っ
た
り
と

し
た
歩
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

羽
熊
は
、
槍
の
先
端
を
毛
で
飾
っ
た
も
の

で
、
毛
の
色
に
よ
っ
て
「
白
羽
熊
」
と
「
黒

羽
熊
」
の
２
種
類
が
あ
り
、
長
い
槍
の
投
げ

渡
し
は
豪
快
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
問
合
せ
先

　

教
育
学
習
課　

ふ
る
さ
と
歴
史
係

　

☎
９
２

－

２
２
０
０

獅 子 舞

行　列

鉦 風 流

災　払
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きやまん＆きやまるを
＼　応援してください！   ／

投票期間は

１０月２４日（月）

午後６時まで！

全国のゆるキャラたちが人気を競う総選挙「ゆるキャラグランプリ」
が今年も開催されています。きやまんときやまるの順位は、９月 6
日時点で過去最高の第 69 位です。応援をよろしくお願いします。
※問合せ先　産業振興課　☎９２－７９４５ 【投票ページ】

  
平
成
29
年
１
月
に
採
用
す
る  

社
会
人
経
験
枠  

基
山
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

▽
採
用
予
定
試
験
区
分
及
び
人
員

　

一
般
事
務

　
　
（
社
会
人
土
木
実
務
経
験
者
）１

名

▽
職
務
内
容

道
路
・
河
川
・
都
市
計
画
等
の
事

業
に
関
す
る
企
画
、
設
計
、
施
工

監
理
、
保
守
管
理
等
の
専
門
的
業

務
や
一
般
行
政
事
務

▽
受
験
資
格

昭
和
37
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
１
級
土
木
施
工
管
理

技
士
の
資
格
を
有
す
る
、
民
間
企

業
等
の
実
務
経
験
年
数
が
、
資
格

取
得
後
５
年
以
上
を
有
す
る
人

※
原
則
と
し
て
、
採
用
後
に
基
山
町

内
に
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

と
し
ま
す
。

  

実
務
経
験
年
数
に
つ
い
て

・
民
間
企
業
等
の
実
務
経
験
年
数
と

は
、
週
あ
た
り
30
時
間
以
上
の
勤

務
で
就
業
し
た
期
間
が
該
当
し
ま

す
。
な
お
、
休
業
等
（
私
的
傷
病

等
に
よ
る
休
暇
休
職
、
介
護
休
暇

等
）
で
勤
務
し
な
か
っ
た
期
間
が

連
続
し
て
30
日
以
上
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
全
期
間
を
実
務
経
験
年

数
か
ら
除
き
ま
す
。
た
だ
し
、
産

前
産
後
休
暇
及
び
育
児
休
業
の
期

間
は
、
実
務
経
験
年
数
に
含
み
ま

す
。

・
実
務
経
験
が
複
数
あ
る
場
合
は
、

そ
れ
ら
の
期
間
を
通
算
で
き
ま

す
。

・
実
務
経
験
年
数
は
、
平
成
28
年
12

月
31
日
時
点
ま
で
を
計
算
し
ま
す
。

  

受
験
手
続

▽
申
込
書
等
の
請
求

試
験
案
内
、
申
込
書
、
経
歴
調
査

書
、
工
事
担
当
経
歴
書
は
、
総
務

企
画
課
で
交
付
し
て
い
る
ほ
か
、

基
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

郵
便
請
求
の
場
合
は
、
封
筒
の
表

に
「
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と

朱
書
き
し
、
宛
名
を
明
記
し
た
定

型
の
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
サ
イ
ズ

の
入
る
大
き
さ
）
に
、
１
２
０
円

切
手
を
必
ず
貼
っ
て
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
書
の
提
出
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

写
真
欄
に
平
成
28
年
４
月
以
降
に

撮
影
し
た
本
人
の
写
真
を
貼
っ

て
、
総
務
企
画
課
ま
で
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

郵
送
で
申
込
み
の
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
「
職
員
採
用
申
込
み
」
と

朱
書
き
し
、
必
ず
書
留
郵
便
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間

　

10
月
13
日
（
木
）
ま
で

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
は
、10
月
13
日
（
木
）

必
着
の
も
の
ま
で
有
効
。

  

試
験

▽
第
１
次
試
験

・
日
時　

10
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
開
始

・
場
所　

基
山
町
役
場

・
内
容　

教
養
試
験
、
適
性
検
査
、

　
　
　
　

専
門
試
験
、
作
文
試
験

▽
第
２
次
試
験

・
日
程　

11
月
20
日
（
日
）

※
基
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.tow

n.kiyam
a.lg.jp

）
で

要
綱
等
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
問
合
せ
先

　

総
務
企
画
課　

行
政
係

　
（
役
場
３
階
）

　

☎
９
２

－

７
９
１
５
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基
山
町
農
業
経
営
基
盤
強
化
の
促
進
に
関
す
る 

  

基
本
的
な
構
想（
案
）に
対
す
る 

  

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）を
行
い
ま
す

　

産
業
振
興
課
で
は
、「
基
山
町
農

業
経
営
基
盤
強
化
の
促
進
に
関
す
る

基
本
的
な
構
想
」を
改
正
す
る
た
め
、

構
想
（
案
）
を
公
表
し
、
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

・
育
成
す
べ
き
効
率
的
か
つ
安
定
的

な
農
業
経
営
体
が
目
標
と
す
る
年

間
農
業
所
得
の
見
直
し

・
認
定
農
業
者
及
び
認
定
新
規
就
農

者
の
指
標
と
な
る
営
農
類
型
の
経

営
規
模
、
生
産
方
式
の
見
直
し

・
地
域
の
農
用
地
の
利
用
に
占
め
る

シ
ェ
ア
及
び
面
的
集
積
の
目
標
の

見
直
し　

ほ
か

　

構
想
（
案
）
を
閲
覧
で
き
る
場
所

は
、
基
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
１
階
、
平

日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
）
で
す
。

▽
意
見
募
集
期
間

　

９
月
15
日（
木
）～
10
月
14
日（
金
）

▽
意
見
を
提
出
で
き
る
方

町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
、
町

内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
個
人
、

町
内
の
学
校
に
在
籍
す
る
個
人
及

び
町
内
で
活
動
す
る
事
業
者
そ
の

他
団
体

▽
提
出
方
法

提
出
様
式
は
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
（
役
場
１
階
）
に
備
え
付
け

て
い
る
ほ
か
、
基
山
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

意
見
を
記
載
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
又
は
持
参
で
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
電
話
や
口
頭
で
の
受
付
は
行
い
ま

せ
ん
。

▽
注
意
事
項

頂
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
、
個
別

の
回
答
や
返
却
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
提
出
・
問
合
せ
先

　

産
業
振
興
課　

農
林
業
振
興
係

　

☎
９
２

－

７
９
４
５

　
　

９
２

－

０
７
４
１

　
　

sangyoshinko@
tow

n.kiyam
a.lg.jp

有
料
広
告

コミュニティバス １０月１日ダイヤ改正のお知らせ

　基山町コミュニティバスでは、10 月１日からの弥生が丘地区への本

格運行開始とバス停の新設に伴い、ダイヤ改正を行います。新時刻表（10

月１日から）は、全戸に配布します。

  ダイヤ改正箇所  

① 弥生が丘地区本格運行

※ 試験運行期間と同じルート・同じ運賃（定額 150 円）で運行します。

②「向平原（眼科前）」バス停の新設

※ １・２号車ともに中央部巡回線 「基山町役場」と「基山保育園」の

　 間で停車します。）

志賀眼科医院

基山町役場

向平原（眼科前）
バス停位置

基山町役場
バス停

向平原（眼科前）バス停の設置場所

コミバス車内の事故防止にご協力ください！

　バスの走行中に席から立ち上がると、転倒により思わぬけがをす

る場合があります。停車してから立ち上がってください。

　また、やむを得ず急ブレーキをかける場合がありますので、シー

トベルトの着用等、安全の確保にご協力をお願いします。

※問合せ先
　まちづくり課　地域公共交通係
　☎９２－７９２０
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町からのお知らせ

H28.9.15

第２５回きやまロードレース大会

第２回きやまスロージョギング®大会

　基山の冬の風物詩「第 25 回きやまロードレース大会・第２回きやまスロージョギングⓇ大会」の参加者を募集
します。今年は、ロードレース大会 25 周年の記念大会として、リオオリンピックマラソン男子日本代表の佐々木
悟選手（旭化成）をゲストランナーにお招きするほか、町内の保育園や学校等、様々な団体によるおもてなしを
用意しています。
　皆さんのご参加を心よりお待ちしています。また、当日はランナーの方への沿道応援もよろしくお願いします。

大会日程：12 月４日（日）　会場：基山町役場周辺　募集期間：11 月４日（金）まで

※健康で走れる方ならどなたでも参加

できます。年齢は平成 28 年 12 月

４日現在の満年齢とします。

※スロージョギングⓇは、日本スロー

ジョギング協会公認のタイム申告

レースです。大会申込み時の申告タ

イムと完走タイムの時間差が少ない

方から順位を決定する競技で、子ど

もから年配の方までどなたでも参加

できます。

区分 参加料 参加賞

一般 2,500 円 ①～④の中から一つ
① サンポー食品㈱：サンポーラーメン詰め合わせ
② あびによん：どら焼きなどの菓子詰め合わせ
③ ちぎりの里：みそ 450g、かりんとう２種
④ ＪＡさが：基山産お米

高校生 1,200 円

小中学生 500 円 サンポー食品㈱のカップ麺

■ 参加料・参加賞：参加賞は基山町の特産品等をご用意しています。

競技種目 距離 種目

ロードレース

10km 高校生男子、一般 59 歳以下男子、
高校生以上 59 歳以下女子、60 歳以上男女

５km 中学生男子、高校生男子、一般 59 歳以下男子、
高校生以上 59 歳以下女子、60 歳以上男女

３km 中学生女子、高校生以上女子

２km 小学４・５・６年生

１km 小学１・２・３年生

スロージョギングⓇ
５km 小学生以上

２km 小学生以上

■ 競技種目

■ 申込み方法：当日の参加申込みはできません。

申込み方法 申込み窓口 備考

郵便振替 郵便局 当大会所定の払込取扱票をご利用ください。

インターネット
スポーツエントリー http://www.sportsentry.ne.jp/

ランネット http://runnet.jp/

電話 スポーツエントリー
☎０５７０－５５０－８４６

平日  午前 10 時～午後５時 30 分
「ガイダンス１」を押してください。

事務局窓口 きやまロードレース大会事務局
☎９２－７９３５

平日  午前８時 30 分～午後５時 15 分
まちづくり課（役場２階）

※郵便振替・インターネット・電話での申込みは、別途手数料がかかります。

　参加者には、ちぎりの里、基山町食生活改善協議会による豚汁のサー
ビスや、土地家屋調査士によるレモンティーのサービスを行う予定です。
　また、基山町の特産品の販売ブースを設置し、基山町のＰＲを行い、
大会を盛り上げていきます。

※大会申込書請求・問合せ先
　基山町体育協会
　きやまロードレース大会事務局
　（まちづくり課内）
　☎９２－７９３５

参加者募集！

レ
ー
ス
以
外
の
見
所
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町からのお知らせ

H28.9.15

平成２８年度臨時福祉給付金の
お知らせ

障害・遺族年金受給者向け
給付金のお知らせ

平成 26 年４月からの消費税率の引き上げに伴い、所
得の少ない方への影響を緩和するために、昨年と同
様に「臨時福祉給付金」を給付します。

「１億総活躍社会」の実現に向け、賃金引き上げの恩
恵が及びにくい所得の少ない年金受給者の方に給付
金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）を支給します。

平成 28 年度分の住民税が課税されていない方で、平
成 28 年 1 月１日時点で住民票が基山町にある方。
ただし、

・住民税において課税者の扶養親族になっている場合
・生活保護の受給者である場合
などは除きます。

支給対象者

支給対象者１人につき 3,000 円
支給額

・申請書（対象と思われる方へ９月下旬に郵送します。）
・本人が確認できる書類（運転免許証等）
・振込先金融機関口座が確認できる書類

（金融機関名、口座番号、口座名義等が分かる通帳
又はキャッシュカードの写し）

提出書類

平成 28 年度の臨時福祉給付金の対象者のうち、障害
基礎年金や遺族基礎年金等を受給している方で、平
成 28 年１月１日時点で住民票が基山町にある方。
ただし、

・住民税において課税者の扶養親族になっている場合
・生活保護の受給者である場合
・高齢者向け給付金を受給された場合
などは除きます。

支給対象者

支給対象者１人につき 30,000 円
支給額

・申請書（対象と思われる方へ９月下旬に郵送します。）
・本人が確認できる書類（運転免許証等）
・振込先金融機関口座が確認できる書類

（金融機関名、口座番号、口座名義等が分かる通帳
又はキャッシュカードの写し）

・障害・遺族基礎年金の受給が確認できる書類（年金
額確定通知書等）

提出書類

申請受付期間  ９月３０日（金）～ 平成２９年２月２８日（火）
※申請・問合せ先　健康福祉課　福祉係　☎９２－７９６４

  

９
月
15
日
～
10
月
14
日
は 

　

  

不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
で
す

　

現
在
、
町
の
環
境
美
化
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
河
川
や
林
道
な
ど
の
町
内
各
地
で
、
ご
み
の

不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
不
法
投
棄

は
犯
罪
で
す
。
罰
則
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
又
は
１
千
万

円
以
下
の
罰
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃

棄
物
は
、
美
観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
環
境
汚
染
を
引

き
起
こ
し
、
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。

　

も
し
、
不
法
投
棄
者
や
不
法
投
棄
現
場
を
発
見
し
た
場

合
は
、「
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
人
が
、
何
を
、

ど
ん
な
車
両
で
」
な
ど
、
分
か
る
範
囲
で
構
い
ま
せ
ん
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
連
絡
・
問
合
せ
先

　

住
民
生
活
課　

生
活
環
境
係　

☎
９
２

－

７
９
４
１

社会人のための就農基礎講座

日程：11 月16 日（水）～ 18 日（金）

内容：新規就農のための支援制度紹

介、野菜生産に関する講義　ほか

対象者・定員：佐賀県内で就農を目

指す 65 歳未満の社会人 10 名程度

募集期間：９月 26 日（月）～ 10 月

31 日（月）※募集要項、受講申込書

は産業振興課にあります。

詳細は、佐 賀農 業 大学校研 修 部技
術研修課（☎０９５２－４５－２１４５）
へ直接お問い合わせください。
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町からのお知らせ

H28.9.15

  
平
成
28
年
度 

  
第
２
回
ま
ち
づ
く
り
推
進
審
議
会
を
開
催
し
ま
す

　

基
山
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
第

27
条
に
よ
り
設
置
を
規
定
さ
れ
て
い

る
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
審
議
会
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
か
ら

▽
場
所　

役
場
２
階
２
０
２
会
議
室

▽
審
議
会
の
内
容

・
基
山
町
協
働
化
推
進
計
画
に
つ
い
て

・
ま
ち
づ
く
り
基
金
事
業
の
見
直
し

に
つ
い
て

▽
審
議
会
の
公
開

審
議
会
は
公
開
し
ま
す
。
傍
聴
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
課　

協
働
推
進
係

　

☎
９
２

－

７
９
２
０

  

基
山
町
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン 

  

中
間
年
度
見
直
し
後
の
プ
ラ
ン
を
公
表
し
ま
す

　

町
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進

を
目
的
に
、
平
成
23
年
度
に
「
基
山

町
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
及
び

基
山
町
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

策
定
か
ら
５
年
目
を
迎
え
、
プ
ラ

ン
の
中
で
定
め
ら
れ
て
い
る
見
直
し

を
行
う
た
め
、
昨
年
度
か
ら
意
識
調

査
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、見
直
し
案
を
作
成
し
、

今
年
５
月
に
は
、
見
直
し
案
に
対
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
た
び
、
プ
ラ
ン
の
実
施

期
間
10
か
年
の
中
間
年
度
見
直
し
作

業
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
９
月
15

日
（
木
）
か
ら
、
見
直
し
後
の
プ
ラ

ン
と
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
の
公
表

を
行
い
ま
す
。

▽
公
表
場
所

基
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
１
階
）

※
問
合
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
課　

協
働
推
進
係

　

☎
９
２

－

７
９
２
０

  

土
田
充
義
先
生
講
演
会 

～
古
建
築
と
基き

山や
ま

～

　

基
山
町
は
、
古
く
か
ら
交
通
の
要

所
と
し
て
発
展
し
、
町
内
に
は
、
現

在
で
も
多
く
の
文
化
財
や
文
化
遺
産

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、「
古
建
築
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

講
師
で
あ
る
土
田
充
義
先
生
（
鹿
児

島
大
学
名
誉
教
授
）
は
、
近
年
、
ザ

ビ
エ
ル
聖
堂
（
宗
像
市
）
や
平
田
家

住
宅
（
小
郡
市
）
の
再
生
建
築
工
事

な
ど
に
携
わ
ら
れ
て
お
り
、
講
演
で

は
、
町
内
に
あ
る
古
建
築
も
紹
介
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

知
ら
れ
ざ
る
基
山
の
歴
史
や
文
化

を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

9
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
12
時（
予
定
）

▽
場
所　

基
山
町
立
図
書
館

　
　
　
　

多
目
的
室

▽
講
演
テ
ー
マ　
「
古
建
築
と
基き

山や
ま

」

▽
申
込
み
方
法

資
料
準
備
等
の
た
め
、
事
前
の
申

込
み
が
必
要
で
す
。
電
話
又
は

メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
メ
ー
ル
に
よ
る
申
込
み
の

場
合
は
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付

完
了
メ
ー
ル
を
返
信
し
ま
す
。）

▽
共
催

基
山
町
文
化
遺
産
活
用
推
進
実
行

委
員
会
、
基
山
の
歴
史
と
文
化
を

語
り
継
ぐ
会
、
基
肄
か
た
ろ
う
会

▽
後
援　

基
山
町
教
育
委
員
会

※
申
込
み
・
問
合
せ
先

基
山
町
文
化
遺
産
活
用
推
進
実
行

委
員
会
事
務
局
（
教
育
学
習
課
ふ

る
さ
と
歴
史
係
内
）

　

☎
９
２

－

２
２
０
０

　
　

furusato-3@
tow

n.kiyam
a.lg.jp

有
料
広
告 安全・安心

● 有効成分・効能が
新薬と同等

● 国から承認されたお薬

平成28年8月末に、一定の条件を満たす加入者(被保険者)の方のご自宅へ｢ジェネリック医薬品軽減額通知｣を送付しています。 
切替えを希望される場合は、医師または薬剤師へご相談ください。 

ジェネリック医薬品でお薬代を節約！ ジェネリック希望シール配布中！

お問合せ 全国健康保険協会(協会けんぽ)佐賀支部 0952-27-0612佐賀市駅南本町6-4 佐賀中央第一生命ビル

※右の図：高血圧症の代表的
な薬を１日１回､１年間
服用したと仮定

新薬より安い

新薬 ジェネリック医薬品

9,860円
3,290円

差額
6,570円

● お薬を小型化
● 剤形の変更

飲みやすい 

● 苦みを少なく
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町からのお知らせ
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秋
の
農
作
業
安
全
運
動
月
間
中
で
す 

　

～
一
人
ひ
と
り
の
安
全
意
識
の
向
上
で
事
故
防
止
～

　

９
月
１
日
（
木
）
か
ら
10
月
31
日

（
月
）
ま
で
は
、
秋
の
農
作
業
安
全

運
動
月
間
で
す
。
特
に
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
、
農
作
業
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

▽
農
業
機
械
の
作
業
で

特
に
注
意
す
べ
き
こ
と

・
県
内
で
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
転
倒
、

転
落
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
道
路
の
路
肩
や
田
畑

の
出
入
口
、
傾
斜
地
で
の
ト
ラ
ク

タ
ー
等
の
転
倒
、
転
落
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
に
備
え

て
、
安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
を

装
着
し
ま
し
ょ
う
。

・
ト
ラ
ク
タ
ー
等
で
道
路
を
走
行
す

る
際
に
は
、
反
射
板
や
低
速
車

マ
ー
ク
を
取
り
付
け
、
後
方
か
ら

追
突
さ
れ
な
い
よ
う
に
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

・
作
業
を
始
め
る
前
に
は
、
農
業
機

械
の
取
扱
説
明
書
の
確
認
や
整
備

点
検
を
行
い
、
安
全
な
運
転
操
作

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
機
械
の
修
理
や
点
検
、
稲
わ
ら
等
の

除
去
な
ど
を
行
う
際
に
は
、
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
停
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
機
械
に
衣
服
な
ど
が
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
に
、
作
業
に
適
し
た
服

装
で
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

▽
農
業
機
械
以
外
の
作
業
で

特
に
注
意
す
べ
き
こ
と

・
電
気
さ
く
を
設
置
す
る
際
に
は
、

電
気
事
業
法
を
順
守
し
、
危
険
表

示
板
の
設
置
な
ど
の
適
正
な
管
理

を
し
ま
し
ょ
う
。

・
脚
立
や
は
し
ご
等
を
使
っ
て
作
業

す
る
際
に
は
、
落
下
や
転
倒
を
し

な
い
よ
う
に
、
足
場
に
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

▽
農
業
機
械
、
そ
の
他
作
業
に

　
　
　

共
通
し
て
注
意
す
べ
き
こ
と

・
適
度
な
休
憩
を
取
り
、
ゆ
と
り
を

も
っ
て
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

※
問
合
せ
先

　

産
業
振
興
課　

農
林
業
振
興
係

　

☎
９
２

－

７
９
４
５

有
料
広
告

ホタル列車、出発進行！

　ホタル列車―。これは、今年のきやま創作劇のタイトルです。８月 20 日（土）、子どもから大人まで

60 名が参加して初稽古が行われ、創作劇「ホタル列車」出発のベルが鳴りました。

　昭和６年６月９日付の福岡日日新聞の記事には、「全国最初の天然記念物に指定された基山村秋光川の

源氏蛍今が真盛りの見頃」と、写真とともに特集が掲載されています。九州における蛍の名所「秋光川の

源氏蛍」を見物するための臨時列車「ホタル列車」が運行され、博多方面などから多くの見物客が押し寄

せ、川堤一帯は見物客で埋まっていると書いてあります。しかし、社会情勢の変化から、やがて蛍は減少

し、蛍見物のにぎわいは、いつしか人々の記憶から忘れ去られることとなります。

　現在、秋光川の源氏蛍は「蛍保存会」の皆さんのご尽力により、

限られた地域ですが５月下旬から６月上旬に見物することができま

す。基山の近代を創作劇の題材とし、基山町の文化芸術の振興の一

助になることを願い、公演に向けて練習を積み重ねていきます。

▽ 公演日　12 月 11 日（日）（ふ・れ・あ・いフェスタ内）

▽ 脚本・演出　福永 真理子（きやま創作劇推進員）

※問合せ先　まちづくり課　文化・スポーツ係　☎９２－７９３５
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まちの話題

基山町青少年育成町民会議 
自然等体験登山
　８月 10 日（水）・11 日（木）、基山町青少年

育成町民会議夏期研修として、自然等体験登山が

行われました。基山中学校、基山・若基小学校の

子どもたち 28 名が参加し、武雄市の黒髪山（標

高 516 ｍ）に登りました。基肄山歩会の方々に

ご指導いただき、みんなで励まし合いながら、無

事に登頂することができました。夜は、黒髪少年

自然の家に宿泊し、ロープの結び方の講習を受け

たり、レクリエーションで楽しい時間を過ごした

りしました。２日目は、武雄市の宇宙科学館でプ

ラネタリウムや展示物などを見学しました。普段

の生活では経験できない自然に触れ、貴重な体験

をすることができました。

火災から命を守るために
　８月 21 日（日）、基山町営球場で基山町消防

団夏季訓練が行われました。消防職員の審査を受

けながら、消火活動における基本的な器具操作・

動作の方式である「消防操法」の技術と放水タイ

ムが競われました。各部とも迅速かつ正確な動作

で、日頃の訓練の成果をいかんなく発揮しました。

大会の結果は、優勝が女性部、準優勝が本部とな

りました。

基山ライオンズクラブ
厚生労働大臣表彰受賞
　長年の献血運動推進に対する功績が認められ、

基山ライオンズクラブが厚生労働大臣表彰を受賞

され、７月 24 日（日）に佐賀市で伝達式が行わ

れました。

　基山ライオンズクラブは、1974 年から献血

活動を始められ、10 月 12 日（水）に実施され

る献血で 89 回目を迎えます。

吹奏楽ジョイントコンサート
　８月 28 日（日）、基山町民会館で吹奏楽ジョ

イントコンサートが開催され、基山中学校、鳥栖

工業高校、鳥栖高校、鳥栖商業高校それぞれの吹

奏楽部が華麗な演奏を披露されました。ドラマ仕

立ての演出や生歌とのコラボレーションなど、工

夫がなされたステージで、会場は盛大な拍手に包

まれました。

黒髪山頂上にて３班の子どもたち
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まちの話題

世界一をめざして　～2016草守基肄世界大会～
　８月 27 日（土）、基山草スキー場で「2016 草守基肄世界大会」を開催し、

延べ 161 名がエントリーされました。昨年に引き続き２回目となった今年

の草守基肄大会は、世界大会として開催し、外国の方の参加も多くありまし

た。この日は、福岡県大野城市から「大野ジョー」と、熊本県鞠智城から「こ

ろう君」、そして「きやまん＆きやまる」が応援に駆け付け、会場をさらに

盛り上げてくれました。

　　　　　　　　　　　　　大会結果（敬称略）

▽ 小さきもりクラス　１位：中野 世梛　２位：平 国也　３位：松枝 一樹

▽ 中さきもりクラス　１位：石橋 晴希　２位：稲毛 舞　３位：平 安正

▽ 大さきもりクラス　１位：久楽 喬　２位：三木 克之　３位：BANU MST RIKTA

▽ チームさきもりクラス　１位：はろうず訪問看護ステーションジュニア

　　　　　　　　　　　　２位：はろうず訪問看護ステーションミックス　３位：どらごんぼうる

▽ エキスパートさきもりクラス　１位：スリランカロック　２位：ネパール boys　３位：Thunder cats

▽ 個人特別賞：織井 彩子、SUMANGA RAJAPAKSHA　　 ▽ 団体特別賞：弥生が丘おやじの会、基山中女子ソフトテニス部①②

あの区
ウォッチング

気になる

このコーナーでは、各区自治会の取組やイベントなどを紹介します。

※問合せ先　まちづくり課　協働推進係　☎９２－７９２０

 ８区　ぽけっと夏祭り
　第８区自治会では、今年で 21 回目の開催となる「８区ぽけっと夏祭り」が８月 20 日（土）に開催され

ました。当日は天候にも恵まれ、ライブやくじ引きなどのイベントが行われたほか、様々な出店などが立ち

並び、大いに盛り上がりました。毎年参加者も増加している様子で、８区の夏の一大イベントとして定着し

ています。来年もぜひお越しください。

 10 区　そうめん流し＆スイカ割り大会
　第 10 区自治会のサロン活動団体「げんき会」と子どもクラブが、共同

行事として初めて取り組まれた「そうめん流し＆スイカ割り大会」が８月

20 日（土）に開催されました。

　ＮＰＯ法人かいろう基山の方に竹を準備していただき、当日は約 50 名

の方が参加して大いに盛り上がりました。

　好評のため、今後も共同行事を継続される予定です。

 けやき台　第６回けやき台夏祭り
　けやき台４区合同の「第６回けやき台夏祭り」が８月 20 日（土）

に若基小学校グラウンドで開催されました。小中学生のラムネ早飲み

競争や大人のビール早飲み競争、ショータイム、総踊り、抽選会が行

われ、約 1,000 人が来場し賑わいました。会場には、けやき台の各

団体による焼きそばや飲み物の出店が立ち並び、早々に売り切れる店

もあり大盛況でした。

　けやき台夏祭りは、けやき台地区の交流の場として定着しています。

来年もぜひお越しください。
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午前 ９ 時　～　12 時 30 分

午後 ２ 時　～　４ 時

※問合せ先　基山町保健センター
　　　　　　☎ ９２－２０４５
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情報コーナー
危険物取扱者試験・
試験準備講習会

鳥栖・三養基地区危険物安全協会

  試験   日程 12 月４日（日）場所 
佐賀大学　申請方法・期間 願書に
よ る 申 請：10 月３日（月）～ 14
日（金）※願書は鳥栖・三養基地区
消防事務組合に用意しています。
インターネットによる申請：９月
30 日（金）～ 10 月 11 日（火）
願書提出・問合せ先

（一財）消防試験センター佐賀県支部
☎０９５２－２２－５６０２
  講習会   日程 11 月 11 日（金）・
12 日（土）場 所 西消防署　受 講
料 4,000 円　申込み期間 10 月３日

（月）～ 11 月 10 日（木）
申込み・問合せ先
鳥栖・三養基地区消防事務組合
予防課危険物係  ☎８３－７９９６
http://www.fire119-tosumiyaki.jp/

社会生活基本調査のお知らせ
　総務省統計局（佐賀県）では、10 月 20 日現在で社会生活基本調査

を実施します。この調査は、国民生活の実態を明らかにすることを目的

として、統計法に基づき実施する国の重要な統計調査です。調査結果は、

ワーク・ライフ・バランスの推進、少子高齢化対策、ボランティア活動

の状況の把握など、国や地方公共団体における各種施策の基礎資料とし

て活用されます。

　調査をお願いする世帯には、10 月上旬から中旬にかけて、調査員が

伺い、調査票をお配りします。

　また、より便利にご回答いただくため、パソコンを使ってインターネッ

トで回答することが可能となっています。調査の趣旨をご理解いただき、

ご回答をお願いします。

※問合せ先　佐賀県統計分析課　☎０９５２－２５－７１８４

「公証週間」 における
公証相談所の開設

佐賀公証人合同役場

日本公証人連合会では、10 月１日
（土）～７日（金）を公証制度の普
及を図るため「公証週間」として設
定しています。佐賀県公証人会では、
無料相談を実施しますので、お気軽
にご利用ください。
日 時 10 月３日（月）・７日（金）
午前 10 時～午後４時　場所 佐賀公
証人合同役場　相談内容 遺言の作
成に関する事項、金銭・土地建物の
貸借、老後の財産管理（任意後見）、
離婚に伴う子の養育費及び財産分与
等の各種契約に関する事項
相談対応者 公証人
問合せ先  佐賀公証人合同役場
☎０９５２－２２－４３８７

全国一斉！法務局休日相談所・
境界トラブル相談所の開設

佐賀地方法務局

平日に法務局の業務に関する相談窓
口を利用することができない方のた
めに、休日に相談所を開設し相談を
お受けします。相談は無料で、秘密
は厳守されます。予約は不要です。
日時 10 月２日（日）午前 10 時～
午後３時（午後２時 30 分受付終了）
場所 佐賀市保健福祉会館（ほほえ
み館）４階　相談内容 隣接地との
境界（筆界）、戸籍（国籍）、遺言・
成年後見、土地・建物の登記、いじ
めなどの人権問題等に関する相談
相談対応者 佐賀地方法務局職員、
公証人、人権擁護委員、司法書士、
土地家屋調査士
問合せ先  佐賀地方法務局総務課
　　　　  ☎０９５２－２６－２１４９
相談日当日 ☎０８０－２７３７－２４７２

第３９回さが矯正展

佐賀少年刑務所

日時 10 月８日（土）午前９時～午
後４時、９日（日）午前９時～午後
３時　場所 佐賀少年刑務所（駐車
場あり）内容 全国刑務所作業製品
の展示・即売、施設見学、バザー、
コンピューターによる性格診断など
問合せ先  佐賀少年刑務所
☎０９５２－２６－３７４０

第３回健康づくりセミナー

基山ＳＧＫ

日時 ９月 29 日（木）午前９時 20
分～ 12 時　場所 基山町民会館小
ホール　内容 ①健康講話：トレー
ナーによるシナプスソロジーの講
話。「２つのことを同時に行う」「左
右で違う動きをする」という普段慣
れない動きによって脳を適度に混乱
させ、認知機能の低下を予防します。
誰でも取り組むことができ、楽しく
続けられることが特徴です。②運動
教室：公認指導員によるノルディッ
クウォークの講習。ノルディック
ウォークとは、年齢・性別・身体能
力にかかわらず、自分のペースで無
理なく始められ、成人病予防や介護
予防として注目されているスポーツ
です。参加費 300 円　申込み方法 
電話にてお申し込みください。
申込み・問合せ先
基山ＳＧＫ交流プラザ
☎５０－８０３５（午前９時～午後５時）

オータムジャンボ宝くじ
買うなら佐賀県内で

９月26 日（月）発売！
この宝くじの収益金は市町村の明るく
住みよいまちづくりに使われます。

（公財）佐賀県市町村振興協会
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どのイベントでも、子どもたちに
大人気のきやまん＆きやまる。ゆ
るキャラグランプリを通して、よ
り多くの方に知っていただけると
うれしいですね。（Ｈ）

編 集 後 記

里親推進フォーラム

子ども家庭支援センター和合

現在、社会的養護を必要とする子ど
もの数に対して、里親の数は十分で
ありません。一人でも多くの子どもが、
温かい愛情と正しい理解をもった家
庭の中で「当たり前の生活」を送れ
るよう、一緒に考えてみませんか。
日時 10 月 22 日（土）午後１時～
４時　場所 九州龍谷短期大学
内容 講演会、トークセッション
問合せ先  子ども家庭支援センター
和合（児童養護施設洗心寮内）
☎９２－２８１８

依存症に関する研修会
佐賀アディクションフォーラム

佐賀県精神保健福祉センター

アルコール、ギャンブル、薬物など、
あなた自身や身近な人に、これらの
ことで気になっている人はいません
か。それは「依存症」という病気か
もしれません。依存症とその回復に
ついて一緒に考えてみませんか。参
加費無料、申込み不要です。
日時 10 月８日（土）午前 12 時 30
分～午後４時 30 分　場所 西九州大
学神埼キャンパス３号館　内容 講
演「依存すること」、自助グループ
によるトークセッションやモデル
ミーティングなど　　
問合せ先
佐賀県精神保健福祉センター
☎０９５２－７３－５０６０

秋の交通安全県民運動を実施します
～守ろう交通ルール高めよう交通マナー～

夕暮れ時の早めのライト（前照灯）
点灯運動を実施します

　９月 21 日（水）から 30 日（金）までの 10 日間は、秋
の交通安全県民運動期間です。また、９月 30 日（金）は、

「交通事故死ゼロを目指す日」となっています。
　この運動は、広く県民の皆さんに交通安全思想の普及・
浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実
践を習慣づけていただくとともに、県民の皆さん自身によ
る道路交通環境の改善に向けた取組を推進することによ
り、日没時間が早くなり始める秋季における交通事故防止
の徹底を図ることを目的としています。
　期間中は、特に次のことに注意して、交通事故の防止に
努めましょう。
・夕暮れ時や夜間に歩いたり、自転車に乗ったりするとき
は、反射シール等を着用しましょう。また、夜間に自転車
に乗るときは、ライトを必ず点灯しましょう。
・車に乗るときは、後部座席を含めたすべての座席のシー
トベルトとチャイルドシートを正しく着用しましょう。
・飲酒運転は絶対にしないようにしましょう。
・車を運転するときは、前方に注意して車間距離を保ち、
追突事故の防止に努めましょう。

　10 月１日（土）から12 月 31 日（土）までの３
か月間は、夕暮れ時のライト（前照灯）点灯運動
期間です。
　秋から年末にかけて、夕暮れから日没までが
急速に早まる時間帯は、児童・生徒の下校、勤
務先からの退社、買い物等により「車と人」の
動きが重なり合うことや、視認性の低下などの要
因により、交通事故が増加する傾向があります。
この運動は、車が早めにライト（前照灯）を点灯
することで「車と人」がお互いを早めに気づくこ
とにより、交通事故の防止を図ることを目的とし
ています。
　期間中は、特に次のことに注意して、交通事故
の防止に努めましょう。
・午後５時からライトを点灯しましょう。
・ライトはハイビーム（上向き）が原則です。前
車や対向車があるときは、ロービーム（下向き）
にするなど、こまめに切り替えましょう。

※問合せ先　佐賀県交通対策協議会　☎０９５２－２５－７０６０

寄附ありがとうございました

基山町社会福祉協議会へ
［一般寄附］

・アロマの会  代表  長野 左乃
25,000 円

・サロン・ド・やまだ  山田 美夜子
200,000 円

［香典返し］

・成瀬 昌宏　玉虫３丁目
（亡 月子）

・天野 昌明　元町下   （亡 八千代）
・木下 典子　けやき台３丁目

 （亡 政喜）
・中川 光夫　佐賀市   （亡 クミヨ）
・町田 進治　けやき台４丁目

（亡 雪子）
・井上 元昭　大城　（亡 ヒロエ）
・松田 秀美　上野　（亡 鹿造）

（敬称略）
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～親と子の料理教室より～

　基山町食生活改善推進協議会では、８月６日（土）に小学生の親子を対象に、料

理教室を行いました。１年生から４年生までみんなで協力して、おいしい料理ができま

した。保護者の方からは「魚料理はあまり食べないが、缶詰は食べやすいようでよく食

べた。」などの声も聞かれ、子どもたちがいきいきと取り組む様子に感心されていました。

　砂糖とインスリンに関する講義では、砂糖を多く含むお菓子や飲料についての関心

が高く、摂り過ぎを実感されていました。また、ヘルスメイトと子どもたちによる食育

さいころでは、ゲームを楽しみながら食事の大切さを学びました。

　この教室は毎年開催する予定ですので、ぜひ参加してください。

※問合せ・献立レシピは
　基山町保健センター
　☎９２－２０４５　  ９２－２１４８

今月の料理

男女共同参画通信 Ｖｏｌ．３

今回は「女のホンネ、男のホンネ」を

ご紹介します。

！ごみを集めて分別するのも仕事ですもんね。

！忙しいのはお互いさま。
　  家事も育児も家族みんなで協力しましょう。

！「今日のごはんは僕が作ろう。」
　　「じゃあ、私が片付けるね。」

揚げない酢鶏

エネルギー…235kcal

たんぱく質…12.3g

脂質…15.9g

塩分…1.0g

❶ 鶏もも肉は一口大に切

り、片栗粉をまぶす。

❷ タマネギはくし型に切

る。ニンジンは乱切りにし、

下ゆでする。ピーマンはへ

たを落として種を取り除き、

一口大に切る。シイタケは

軸を切り落とし、一口大に

切る。

❸ フライパンにサラダ油を

入れて中火で熱し、鶏もも

肉をこんがりと焼き、よく火

を通す。

❹ 鶏もも肉を一旦取り出

し、残りの油をキッチンペー

パーで軽くふく。タマネギ、

シイタケを炒めたら、ニン

ジン、ピーマンを加えてさっ

と炒める。

❺ ④の食材に火が通った

ら、Ａをよく混ぜてから加

え、とろみがつくまで煮る。

鶏もも肉を戻し入れて、ひ

と煮立ちさせる。

材料（４人分）
鶏もも肉 280g

片栗粉 大さじ 1

タマネギ 50g

ニンジン 40g

ピーマン 60g

シイタケ 30g

　水 100ml

　ケチャップ 大さじ 2

　しょうゆ 大さじ 1

　酢 大さじ 1

　こしょう 少々

　片栗粉 大さじ 1

サラダ油 大さじ 2

Ａ

ポケットサンド

エネルギー…270kcal

たんぱく質…11.8g

脂質…10.0g

塩分…1.1g

❶ 食パンは半分に切り、袋

状になるように切れ目を入

れる。レタスは挟みやすい

大きさにちぎる。キュウリは

斜め薄切り、トマトは薄い

半月切りにする。

❷ ボウルにさば水煮を入れ

てほぐし、Ａと混ぜ合わせる。

❸ ゆで卵は、殻をむいて粗

みじんに切り、Ｂと混ぜ合

わせる。

❹ 皿にレタス、キュウリ、ト

マト、②、③を盛り付け、食

パンに好みで挟んで食べる。

材料（４人分）
食パン（６枚切り）　 ４枚

レタス 40g

キュウリ 20g

トマト 60g

さば水煮缶 100g

　マヨネーズ 大さじ 1

　みそ 小さじ 1/2

　こしょう 少々

ゆで卵 ２個

　マヨネーズ 大さじ 1

　塩・こしょう 少々

Ａ

Ｂ

このほかにも、男性も女性も心当たりがあるの

ではないでしょうか。お互いを思いやることが

大切です。良い関係をつくっていきましょう。

※問合せ先
　まちづくり課　協働推進係　☎９２－７９２０

ごみ出し編

女：ごみは出すだけが仕事じゃなかとよ。

男：出すだけでも助かるやろうもん。

女：たまに子どもと遊んだくらいで

　　イクメンぶらんで（怒）

男：仕事が忙しかばってん俺も頑張りよるったい。

育児編

女：今日仕事が忙しかったけん疲れた～。

男：逃げとこ…。

家事編
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基山町立図書館
開館時間：午前９時～午後６時

休館日：月曜日、祝日、国民の休日

　　　　年末年始、特別整理期間

☎ ９２−０２８９

HP http://www.kiyama-lib.jp/

日 月 火 水 木 金 土

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 *

* * * * * * 1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

９
月

10
月

：休館日

今 月 の 新 刊

陸王

池井戸 潤／著
集英社／刊

チームワーク、ものづく

りへの情熱、そして仲間

との熱い結びつきで難局

に立ち向かっていく零細

企業・こはぜ屋。はたし

て、彼らに未来はあるの

か？

一首千両
佐伯 泰英／著   文藝春秋／刊

オバマ大統領広島スピーチ全文
オバマ／述   ゴマブックス／刊

「地方創生」への
まちづくり・ひとづくり

袖井 孝子／著

専門医が教えるおなかの
弱い人の胃腸トラブル

江田 証／著

Illustrator でイラストを
描こう！超入門教室

廣 まさき／著

クロノス　　　  神永 学／著

あの日見た花の名前を
僕達はまだ知らない。上

岡田 麿里／著

きほんのアロマテラピー
佐々木 薫／著

身近な物質のひみつ
山口 晃弘／監修

ブックリサイクルを
行います

―図書館でお宝発見♪―

日程：９月 23 日（金）・24 日（土）
場所：図書館多目的室
内容：不要になった本の配布
　　　１人 20 冊まで
※今回、雑誌の配布はありま
せん。また、持ち帰り用の袋
をご持参ください。
問合せ先：基山町立図書館
　　　　　☎９２－０２８９

日曜おはなし会
日時：９月 25 日（日）
　　　午前９時 30 分から

まぁまぽけっとおはなし会
日時：10 月 14 日（金）
　　　午前 11 時から

今月はシニアネットの
作品展示です。

ぜひ、ご覧ください。
期間：10 月９日（日）まで
場所：図書館郷土資料コーナー

開催しています！

『　　　　   』特別展示を


